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日 時：7 月 16 日（土） 

    10 時～12 時 

場 所：大塚公民館 ２F 会議室 

対 象：市内在住・在勤 

定 員：12 名（申込順） 

参加費：1,500 円(材料費 2 個分) 

持ち物：ピンセット 

申込み：7 月 2 日(土)までにＱＲコ

ード又は直接大塚公民館へ（電話・

FAX 共 59-8820） 

手のひらサイズのベルカップに 
小花をアレンジします。 

      

 

 

３
(金)
／
高
齢
者
教
室(
健
康
講
話)

 

５
 (日)
／
町
民
ソ
フ
ト
・
キ
ッ
ク(

中
止)

 

 

8

(水)
／
第
１
回
消
防
訓
練 

 

10

(金)
／
主
事
会 

 

18

(土)
／
生
涯
学
習
講
座
「
リ
ン
パ
ビ
ク
ス
教
室
」 

 

26

(日)
／
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会(

中
止) 

 
 

※
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
っ
て
変
更
・ 

 
 

 

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

    

去
る
５
月
12
日
、
公
民
館
運
営
審
議
会
が

開
催
さ
れ
、
新
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
、

委
員
等
が
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

            

                  

４
月

12
日
に
春
の
交
通
安
全
運
動
の
一

環
と
し
て
一
斉
立
ち
番
が
大
塚
駅
前
交
差
点

で
午
後
４
時
か
ら
、
蒲
郡
警
察
署
交
通
課
長

以
下
30
余
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
交

通
安
全
期
間
中
に
蒲
郡
市
で
今
年
２
件
目
の

交
通
死
亡
事
故
も
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、

よ
り
一
層
気
を
つ
け
る
よ
う
に
と
訓
示
が
あ

り
、
全
員
で
交
差
点
付
近
で
交
通
安
全
を
願

っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
や
通
行
人
に
呼
び
か
を
し

ま
し
た
。 
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公
民
館 

６ 

月 
 

 
主
な
行
事
予
定 

 
 

 

市
・
町 

園
児
芋
掘
り
体
験
・
交
流 

令
和
４
年
度 

公
民
館
の 

事
業
・
予
算
・
委
員
が
決
定 

ひめはるくるりんバス情報 20 
 

大塚地区支線バス 
「ひめはるくるりんバス」４月乗車人数報告 

４月の乗車人数は合計 127 人でした。 
１便当たり平均乗車人数は 1.4 人です。 

 
これから梅雨の季節になります。雨の日は外出も

億劫になりますが「ひめはるくるりんバス」に乗っ
て、車窓から見えるあじさい 
など雨の景色を楽しみ 
ながらお出かけください。 

大塚公民館生涯学習講座 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

画像はｲﾒｰｼﾞです 

ＱＲコードはこちら  

≪交通安全を 

呼びかけるみなさん≫ 
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みよし野の高嶺の 

桜散りにけり 

嵐も白き春のあけぼの 

 

≪書道クラブ小林忠之≫ 

完成品 

   
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
５
月
12
日
に
第
２
回
体

育
委
員
会
が
公
民
館
で
三
密
に
注
意
し
、
３

階
の
集
会
室
で
開
催
さ
れ
た
。
市
内
で
は
警

戒
レ
ベ
ル
３
で
あ
り
、
前
半
の
町
民
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
と
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
つ
い
て
審
議
し
た
。 

 

市
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
ま
だ
ま

だ
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
二
つ
の

行
事
に
関
し
て
は
、
中
止
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
今
後
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
第
３
回

の
体
育
委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。 

   

令
和
４
年
２
月

17
日
に
第

18
回
蒲
郡
市

社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
協
議

会
よ
り
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

あ
や
め
会
は
平
成
５
年
に
誕
生
し
、
７
月

の
東
大
塚
祇
園
祭
、
８
月
の
つ
つ
じ
寮
の
盆

踊
り
、
西
大
塚
の
ふ
れ
あ
い
活
動
等
で
踊
り

を
披
露
・
指
導
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
皆
さ

ん
は
「
皆
が
踊
り
の
輪
に
入
れ
る
よ
う
に
手

引
き
に
な
れ
ば
」
と
い
う
思
い
で
活
動
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
成
果
が
今
回
の
表
彰

に
至
っ
た
と
思 

い
ま
す
。
今
後 

も
地
域
の
活
性 

化
に
ご
尽
力
い 

た
だ
き
た
い
と 

思
い
ま
す
。 

た
い
へ
ん
お 

め
で
と
う
ご
ざ 

い
ま
し
た
。 

   

４
月

30
日
第

1
回
子
ど
も
教
室
と
し
て

「
フ
ラ
ワ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室
」
が
行
わ

れ
、
５
～
６
年
の
小
学
生
が
9
名
参
加
し
た
。

講
師
は
図
書
館
の
杉
本
祐
子
さ
ん
。
参
加
費

は
300
円
、
素
材
は
講
師
が
準
備
。 

 

フ
ラ
ワ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
は
、
イ
ヤ

リ
ン
グ
の
素
材
に
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
組
み

合
わ
せ
て
飾
り
付
け
す
る
も
の
で
、
母
の
日

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
に
子
供
た
ち
が
一
生
懸
命

に
製
作
し
た
。
母
の
日
に
お
母
さ
ん
の
笑
顔

が
浮
か
ぶ
思
い
が
し
ま
し
た
。 

                     

  

泳
ぐ
の
に
前
に
進
ま
ぬ
五
月
鯉 

 
 

立
岩
亘
宏 

夫
に
合
う
日
毎
夢
見
る
四
月
馬
鹿 

下
タ
村
か
づ
子 

山
藤
の
静
か
に
垂
れ
て
目
に
や
さ
し 

三
浦
三
治 

春
光
や
棟
上
げ
式
の
戸
主
の
声 

 
 

安
野
悦
子 

自
転
車
の
立
ち
漕
ぐ
子
等
に
風
光
る 

小
林
道
子 

   

４
月
22
日
、
約
60
名
の
会
員
が
出
席
し
、

大
塚
友
愛
（
老
人
）
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
本
八
二
会
長
の
挨

拶
の
後
、
議
案
も
全
て
承
認
を
得
て
閉
会
し

た
。 

 

総
会
終
了
後
、
警
察
署
交
通
課
の
児
玉
さ

ん
よ
り
講
話
が
あ
り
、
愛
知
県
は
今
日
現
在

大
阪
と
並
び
交
通
死
亡
事
故
１
位
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
特
に
高
齢
者
の
方
々
に
つ
い

て
は
注
意
を
し
て
下
さ
い
。
と
言
わ
れ
ま
し

た
。 

 

次
に
、
東
部
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
稲
吉

さ
ん
か
ら
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ

り
、
予
防
す
る
た
め
に
は
、
①
運
動
で
脳
の

神
経
の
活
性
化
。
②
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

で
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。
③
積
極
的
に
外
出 

        

し
、
社
会
参
加
し
よ
う
。
④
意
識
的
に
脳
細

胞
を
刺
激
し
よ
う
。
と
い
っ
た
お
話
が
あ
り
、

最
後
に
認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
の
軽
い
運

動
を
し
て
終
わ
り
ま
し
た
。 

体
育
行
事
前
半
は
中
止
に
決
定 

 

あ
や
め
会
に
感
謝
状 

フ
ラ
ワ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
体
験
教
室 

 

俳
句
ク
ラ
ブ 
 

菩
提
樹 

友
愛
ク
ラ
ブ
総
会 

≪子ども体験 
教室≫ 

≪包括センター 

稲吉さんの講話≫ 

。 
 

 

公
民
館
行
事
・
地
域
活
動
等
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
蒲
郡
市
大

塚
公
民
館
で
検
索
。
い
い
ね
！
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 
 


